
  

 

２０２０年 １１月１８日 

ＮＨＫ広報局 

    １１月放送総局長定例記者会見要旨 

 

（１）年末年始の特集番組について （正籬放送総局長） 

まずは、年末年始の特集番組について、数多くのオススメ番組の中から、ぜひともご覧頂きたい番組をご

紹介する。 

【総合テレビ】 

総合テレビでは、新型コロナウイルスの感染拡大が続く中、困難に立ち向かう人々の姿を描くドキュメン

タリー「２０２０挑戦」を放送する。１２月２２日は、一人暮らしのアパートの部屋をスタジオに、ラジ

オ番組を制作する愛知県の大学生が主人公。伝えているのは、コロナ禍に苦しむ大学生たちのリアルな声。

新たにラジオドラマ作りにも挑戦する姿を追った。１月４日放送「ファミリーヒストリー」は、大河ドラ

マ「麒麟がくる」の主演、長谷川博己さんの家族の歴史を徹底取材。長谷川家は、島根県玉造温泉と深い

関わりがあった。取材で見つかったのは、奈良時代までさかのぼる言い伝えや戦国時代の記録など。激動

の家族の歳月が、初めて明らかになる。 

【Ｅテレ】 

Ｅテレについては、１月２日放送の「１００分 de 萩尾望都」をご紹介する。ＳＦ、ミステリー、ラブコ

メディーなど、幅広い分野で創作活動を続ける漫画家、萩尾望都さんの作品群を、「１００分 de 名著」

のフォーマットで読み解く番組。今もクリエイターたちに大きな影響を与え続ける作品を、各界を代表す

るプレゼンターが多角的に分析し、魅力を徹底解剖する。 

【ＢＳ１】 

  ＢＳ１では、シリーズで「レジェンドの目撃者」を放送する。プロ野球の歴史を彩る名選手が、いかにし

て伝説的な存在になったのか、に迫る。伝家の宝刀「フォークボール」を武器に“史上最強のクローザー”

と評された、佐々木主浩さん、１３年連続リーグ盗塁王を記録したスピードスター、福本豊さん、大きな

放物線を描く打球で“ホームランアーチスト”と呼ばれた、田淵幸一さん、それぞれの魅力を、関係者の

証言からたどる。 

【ＢＳプレミアム】 

 ＢＳプレミアムについては、元日に放送する「邪馬台国サミット２０２１」をご紹介する。「邪馬台国は

どこにあったのか」「女王・卑弥呼とは何者なのか」長年にわたって繰り広げられている論争は、いまだ

決着を見ていない。番組では、第一線の研究者たちが一堂に会し、最新の証拠や資料を検証、自説をぶつ

け合う「歴史激論バトル」を繰り広げる。令和時代の「邪馬台国論争」を通して、歴史の楽しみ方をお伝

えする。 

【ＦＭ】 

最後にラジオ。ＦＭでは、大みそか恒例の「年越しラジオマンジャック」を、９時間生放送でお送りする。

今年も豪華出演者とともに、紅白歌合戦とは一味違う、心地よい年越しをリスナーに提供する。年末年始

も、ＮＨＫの特集番組をぜひお楽しみいただきたい。 

（詳細は報道資料を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

（２）ＮＨＫ就活生応援キャンペーン （正籬放送総局長） 

本日も各紙で大きく取り上げていた大学生の就職の問題。ＮＨＫが展開する公共メディアキャンペーン

についてご紹介する。新型コロナウイルスにより就職活動が激変している。そうした中で日々奮闘する

“就活生”の皆さんにエールを送り、確かな情報を届ける「ＮＨＫ就活生応援キャンペーン」を展開す

る。キャンペーンの応援キャラクターは、就活生の皆さんが子供のころに親しんだＥテレの「がんこち

ゃん」が務める。 

（担当者） 

 １２月７日からは、レギュラー放送でお届けする就活応援番組「コワくない。就活」が始まる。毎週月

曜夜の５分間、就活の最新事情や、明日から役立つノウハウ、ミニドラマなど、多彩な番組をお届けす

る。１２月には、エントリーシート、いわゆるＥＳの実態を描く「私のＥＳ、どこがささったんです

か？」を放送する。また来年１月には、コロナ禍の中で頑張る就活生を応援するドラマ「就活生日記」

を放送する予定だ。２月以降も就活生に向けた番組を放送していく。また、ＮＨＫ公式ＹｏｕＴｕｂｅ

チャンネルでは、「コワくない。就活」の動画や、これまでに放送した就活関連動画を随時掲載してい

く。 

 さらにウェブでは、就活生向けサイト「大学生とつくる 就活応援ニュースゼミ」を引き続き展開して

いる。ＮＨＫが取材した就活情報を集約するほか、人事担当者のインタビューや就活ノウハウなどを掲

載する。あわせて、公式ツイッター「就活応援ＮＨＫ」でも、就活生の気持ちに寄り添った情報やコン

テンツをお届けしていく。 

（詳細は報道資料を参照） 

 

（３）ＮＨＫスペシャル「パンデミック 激動の世界」 

第５回 米中対立新局面 世界はどう変わるのか 

第６回 科学立国ニッポンの危機              （小池副総局長） 

シリーズでお伝えしているＮＨＫスペシャル「パンデミック 激動の世界」の第５回、「米中対立新局面 

世界はどう変わるのか」についてご紹介する。新型コロナウイルスによるパンデミックで、大きな打撃を

受けた世界経済が立ち直るには、アメリカと中国、２大大国のリーダーシップが求められる。ところが、

パンデミックを境に両国の対立は激しさを増す一方だ。世界は、再び冷戦のような状態に分断されてしま

うのか。あるいは、アメリカ大統領選挙の結果によって、状況は改善するのか。台湾、ブラジル、セルビ

アなど、両国の対立が先鋭化する現場からのルポを通して、揺れる国際秩序の行方を考える。 

１２月２０日には、第６回「科学立国ニッポンの危機」を放送する。科学立国を唱え、数々の成果を挙げ

てきた日本だが、新型コロナのワクチン開発や治療薬実用化のスピードでは、世界に後れを取っている。

科学の現場で、今、何が起きているのか？番組では、ワクチンや治療薬を研究開発する現場にカメラを入

れた。見えてきたのは、１０年以上前から指摘され、積み重なってきた、研究環境や予算の配分をめぐる

「科学戦略の根本的な課題」。日本は、どうすればその課題を乗り越えて「科学立国」としての誇りを取

り戻せるのか、大越健介キャスターとともに読み解く。 

                                   （詳細は報道資料を参照） 

 

（４）バチカン 秘密の宮殿 （若泉副総局長） 

 ＢＳプレミアムで放送する特集番組「バチカン 秘密の宮殿」についてご紹介する。ローマ教皇庁の特

別許可を得て、カトリックの総本山、バチカンの非公開エリアにカメラが潜入、聖地バチカン２０００

年の物語をひもとく。ローマ帝国の時代に建てられた「幻の大聖堂」の精巧なＣＧ復元をはじめ、歴代

教皇が暮らす宮殿に秘められた驚きの仕掛け、さらには日本初公開となるルネサンスの巨匠ミケランジ

ェロの自筆の図面など、貴重な映像の数々が登場する。かつてローマの町外れの湿地帯だったバチカン

が、いかにして神と人をつなぐ一大聖地へと変貌を遂げたのか、壮大な歴史ロマンを美しい映像ととも

にご紹介する。 

（詳細は報道資料を参照） 


